
氏名 外岡慎一郎

学部担当科目

・日本史演習Ⅰ・Ⅱ
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ
・日本史特殊講義
・史学研究法

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

歴史学研究会、日本史研究会、日本古文書学会、歴史科学協議会、史学会、
大阪歴史学会　ほか

日本中世の紛争解決（使節遵行）　関ヶ原合戦

中央大学大学院文学研究科国史学専攻博士後期課程

博士（史学）

日本中世史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
就任年度に当たり、教育活動に重点を置いたので、研究活動ではこれといった成果を残
せなかった（反省）。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学演習Ⅶ・Ⅷ
・日本史学特殊講義Ⅲ・Ⅳ

授業科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

奈良大学史学科学生の基礎的学力や調べ学習への対応度、研究センスなどの把握に努
め、一応の収穫を得ることができた。初年度で、講読のテキストなど少々高望みをした
ような印象があったので、今年度はそのあたり修正して授業に臨んでいる。
また、出席不良の学生について、学生支援センターやカウンセラーとも意見交換しなが
ら対応することができた。

就任以前からかかわり、今年度も継続している学外委員等は以下の通り。
・福井県文化財保護審議会委員
・史跡杣山城整備基本計画策定委員会委員（福井県南越前町）
・史跡後瀬山城保存活用計画策定委員会委員(福井県小浜市）
・福井県高浜町史編纂委員
・日本古文書学会理事

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・図書委員会委員
・歴史フォーラム委員会委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・史学演習Ⅱ



単著

①

①

江戸時代中期に気比社神官平松周家
が撰じた『氣比宮社記』（敦賀指定
文化財）の影印本解題。成立事情や
史料的意義などについて解説した。

（学会発表）

①影印本氣比宮社記（上・
下巻）解題

（その他）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①

若狭路文化研究会
上巻2018/3/31
下巻2019/3/31

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月


